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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
プログラムについて

・プログラムの作成お願いします。　　　締め切り11/25（木）
・防災委員会より

　　2/4(金)13:30～16：00大規模災害想定訓練。防災委員：斎藤、蕨野 必須参加予定

2/18（金）青陽館避難訓練2回目あり。

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
・12月行事について

クリスマス会日程：12/23（木）

　　メニュー：カレーライス、ケーキ

　　＊調理で忙しくなる為当日までに飾りつけを利用者様と一緒に作成するのはどうか。

　　11月中にスタッフが不用品を持ち寄り、賞品にする。不足であれば、利用者様から徴収するか検討中。

・12/16以降の年休管理体制の変更について
12/16以降、菅原AOMがOT室業務と青陽館業務を兼務する形となります。今後、年休者が複数名いると補填体制を維持出来なくなるため、通所/OT室/菅原AOM/あおぞらCL慶長さんの4者間で年休および公休を合同で管理していきます。合同管理のエクセルシートはWIZ内「看護課→通所リハ」に入っているので確認お願いします。

＜利用者様情報＞

デイケア
・田端　香織様　～本人母様より、「妹(加藤聡美様)がデイケアスタッフと話をしたがっている」と申し出がある。対応可能である事を伝えると、妹様の携帯番号のメモをスタッフに渡し帰宅してる。その後、担当スタッフより妹様に架電している。妹様の訴えの内容として

①母様のデイケアorスタッフへの物盗られ妄想・被害妄想

最近、「以前入院した際にデイケアに置いていたスニーカーが無くなった」「一年前くらいの話だが、数万円する本人の音楽プレーヤーが取られた」と物盗られ妄想様の発言が聞かれるようになっているとの事。物盗られ妄想はデイケアに限らず、以前より他方で聞かれているとの事。“スニーカーが無くなった件”については、本人様は帰宅する際に毎回、荷物を全て持ち帰っており、スニーカーのみをデイケアに置いていく事は無い事を説明。“音楽プレーヤー”については忘れた形跡は無く、毎回持ち帰る事を説明するも、一年以上前の出来事であり詳細は不明であると返答している。妹様としては“全て母の物盗られ妄想である”との事であった。また、「デイケアに毎日通えない、デイケアを早退して来るのはスタッフの対応が悪い」と被害的な妄想も併せて聞かれているとの事。この発言に対しても妹様からは“母の被害妄想によるものだ”と聞かれている。妹様として母様と頻繁に連絡を取り、母様の感情を把握しているとの事であったが現在非常に感情が不安定であり、ストレスが溜まっているのでは無いかと話している。

②デイケアスタッフとの面談希望

上記の件を踏まえ、母様が今後デイケアに更なる不信感を持つ事を妹様としては気がかりにしており、本人様の今後の対応を含め1度話し合いの場を持ちたいとの事。デイケアからは話し合いは可能である事を伝えると、母と日程調整後に再度連絡をするとの事で終電している。数分後に再度電話連絡がり、26日(金)が良いとの事であった。デイケアスタッフ対応可能である事を伝え、何かあった際には再度連絡を頂く事し終話している。

面談日時：11月26日(金)　16：00～　　　

参加者予定者：母様　妹様　蕨野　鳥谷部
・野口　理恵子様～性別：女性　年齢：40歳　診断名：注意欠陥多動性障害

地域連携室 吉田SWから連絡あり。西病棟入院中の方で休息を目的とした入院となっており今月末が退院の目途となっている。今後の生活を考えた際に、体力作りや生活リズムの立て直しとしてデイケア通所が候補に上がり、本人様も見学を希望されているとの事である。来週の月曜日または金曜日での見学希望が有り、11/26（金）午前中の予定を提案している。日程確定後、再度折り返し連絡をいただくこととしている。
ショートケア
特記無し
デイナイトケア
・古舘　正行様　～青風荘より情報提供あり。帰荘後に咳払い、唸り声が聞かれていた。22時腹痛の訴えがあり、声掛けに「クリーム塗って」と辻褄が合わない発言をしている。血圧139/92mmHg　今朝は「良くなってきた。」と言い、朝食は全量摂取しているとの事。本日のデイナイトケアでは居眠りが多く、声掛けで都度プログラムに参加している。
